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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．溶剤などは適正に管理し、使用量の削減に努めます。

６ ．カーボンニュートラルの観点から環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

７ ．各自が環境への意識を高め、楽しく前向きに、継続して取り組みます。

８ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

９ ．環境に配慮した工事に努めます。

2022年10月11日

環 境 経 営 方 針

森永　耕治

2021年10月19日

改定日：

制定日：

「人々の安心・安全でワクワクする暮らしづくりにひし形金網で貢献する」ために、ひし形金網の製
造から環境経営に取り組みます。生産や事業活動の中で生じる二酸化炭素の発生を抑制する意識を高
め、特にロスの削減、節電などに重点的に取り組みます。これはコストダウンや競合に先駆けて環境
経営を進めることが他社との明確な差別化となり、事業の発展につながります。その他地球温暖化問
題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に継続して取り組みます。
　お客様に喜んでいただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供することが当社
の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

代表取締役社長

共和鋼業株式会社はひし形金網を製造しています。主に落石防護柵や立入防止柵、屋根落雪防止に用
いられるまさに地球環境に携わる仕事をしてまいりました。これらは人々の安心・安全な暮らしを守
るためのものです。昨今は台風や大雨、大雪などの自然災害が、従来にないほどに大きなものとな
り、人々の暮らしを脅かしています。この一番の要因は地球温暖化であり、人々の安心・安全な暮ら
しを守る弊社の事業もこの地球温暖化をストップすることに積極的に取り組む必要があると考えま
す。地球環境の改善により自然災害を小さなものとし、それに落石防護柵、落雪防止などを組み合わ
せることまで一貫して取り組むことで、人々がより良く暮らせるように事業を展開していく。これが
これからの共和鋼業株式会社のあり方だと考えます。カーボンニュートラルを目指し節電、省エネ、
ゴミの削減、ロスの削減などできることから全員一丸となり、楽しく前向きに継続的に取り組んでま
いります。
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更新日：
（１） 名称及び代表者名

共和鋼業株式会社
代表取締役社長　森永 耕治

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市淀川区西中島4-3-4
東大阪工場 大阪府東大阪市水走5-8-10
米原工場 滋賀県米原市西円寺893

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役 森永　耕治 TEL：090-4902-5989
担当者 東大阪工場 鶴谷　晃太 TEL：090-5650-2466

（４） 事業内容
ひし形金網の製造、フェンス設置工事

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　名 名 名 名 名
延べ床面積　　　㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡
敷地面積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 9 月 1 日 ～ 8 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 共和鋼業株式会社
対象事業所： 本　　　社

東大阪工場
米原工場

活動： ひし形金網の製造、フェンス設置工事

□事業や製品（商品）の紹介
土木用ひし形金網製造
（落石防護用、立入防止柵用）
以下オリジナルブランド
落雪防止用ひし形金網「ゆきもちくん」
「Nitfence」
「AMU UMU」 Netbench
「amiMono 」収納ラック、卓上ラック
「グラフィックフェンス」
フェンス設置工事

組 織 の 概 要

14

6億3000
本　　　社 合計東大阪工場

35.4 760.3 1500.0 2295.6
35.4 884.1

1 10 3

2022年10月11日

米原工場

514.0 1433.5
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更新日：

・ 環境経営方針の策定・見直し
・ 必要な経営資源を準備
・ 全体の評価と見直し
・ 環境経営計画書承認及び環境経営レポートの承認
・ 環境経営方針の全社員への周知徹底
・ 環境経営システムの構築、実施、管理
・ 環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・ 環境経営計画書承認及び環境経営レポートの確認
・ 環境活動の取組結果を代表者へ報告
・ 緊急事態対応試行訓練の実施・記録
・ 環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・ 環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・ 環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・ 環境活動の実施集計
・ 環境関連法規等の取りまとめ表の作成及び最新版の管理
・ 環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・ 環境経営レポートの作成、公開
・ 自部門における環境経営方針の周知
・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・ 自部門に関する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・ 自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・ 自部門の問題点の発見、是正、予防措置の実施
・ 環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・ 決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動への参加

環境経営組織及び役割・責任・権限

代表者（社長）

2022年10月11日

代表者

環境管理 責任者

環境委員会

環境事務局

鶴谷　晃太

小芝 和代

社長　森永 耕治

社長　森永 耕治

役割・責任・権限

環境管理責任者
（定例会で審議する）

環境事務局

各部署の職長

全従業員

総務部

森永 房子
営業部・工事

澤 久夫

製造部

綿貫 勉

品質保証部

平尾 和法

全従業員

米原工場

落合 広樹
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＜本社＞

〒532-0011
大阪府大阪市淀川区西中島4丁目3番4号
チサン第6新大阪609号

〒578-0921
＜東大阪工場＞ 大阪府東大阪市水走5丁目8番10

＜米原工場＞
〒521-0092
滋賀県米原市西円寺893

屋根雪の落雪防止用ネット。
豪雪地帯の北陸地方に距離的に近いため「ゆきもちくん」の製造拠点。
運送用ガソリン使用量の低減を図る。

各事業所の取組紹介
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単位
kg-CO2

ｋｇ

ｋｇ
㎥

kg-CO2/kWh

□環境経営目標及びその実績
　　　　年度

項目

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇

✕

19,427

6,618

基準年度比 2020年 99% 91% 99% 98%

6,685

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

2019年

99%

99%

0 19,525

103%

45,414

16,031

2,020
45,761
2,030

99%

0.109 0.107 0.108

基準値

（基準年)

99%2020年 99% 93%

0.110

98%99%

産業廃棄物の削減

環境に配慮した製品へ
の取り組み

行動目標（次項による）

課題を解決しチャンス
を活かす取組

行動目標（次項による）

192

98%

※今年度元請なし

100%

2,040 1,726

0%

100%

㎥ 196 194

kg 19,623 19,623

100%100%

基準年度比

基準年度比

85%

項　目 2020年 2021年

二酸化炭素総排出量

　産業廃棄物排出量 19,623
1,726

44,029

水使用量の削減（市
水・井水）

195 202

2020年 100%

2020年

6,173

21,665

原単位

　一般廃棄物排出量

43,979

kg-CO2 23,230 22,998

46,341 46,041

100% 99%

kg-CO2 16,358 16,358 16,142

廃棄物排出量

46,394

2023年

0.108

評
価

2021年

基準年度比

kWh/千円

0
2,040

灯油による二酸化炭素
削減

kg-CO2 6,753 6,685
基準年度比 2020年

自動車燃料による二酸
化炭素削減

※関西電力(A0272)
　令和3年7月度 調整後排出係数を使用。

（目標）

電力による二酸化炭素
削減

22,881

98%

（目標）

22,765

基準年度比
一般廃棄物の削減

kg 2,040

16,194

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

←本年度は元受工事なしのため、
　　産業廃棄物排出量はゼロであった。水使用量 196 202

（実績）

0.318 0.318

2022年
（目標）
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数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

灯油燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

2月 3月 4月 5月 6月

0 0 00 0 120 423 700 636 480 120 0

7,092 4,997

4月

7月 8月
0 0 120 592 640 800 480 80 0 0 0 0

9月 10月 11月 12月 1月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇 今回初めて灯油の実績を算出したが、思った以上に二酸化炭素の

排出量があることがわかった。目標達成ということで来年以降も継
続して不要時の消火を進めていきたい。

・不要時の消火推進 ○

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

6月 7月

×

551 524
677772

531

8月
601 661

2月 3月 4月 5月

582
506

676

最終的には目標達成となったが、ガソリン価格の高騰もあり、金額
は大きく増えている。次年度以降も積極的に削減に取り組み、環境
への負荷の軽減ももちろんだが、コストの面でも一層の対策が必要
と考える。

8月
5,490

取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月2月

5,3305,932

9月
6,407

1月12月
7,115 6,026 5,316

4,925 4,118

6月5月

○

・不要照明の消灯　　　　　　　　　　　　　　　　　

7月

6,271

・アイドリングストップ
数値目標 〇

9月 10月

614

△

628
566

11月 12月 1月
644 401 586

648

・製品不良率の低減、製作途中、技能の見える化

・機械不使用時の停止　　　　　　　　　　　　　　 ○

559 656
407

5,863 5,7195,339

10月
5,655 6,749 7,021 5,490 6,840 6,5005,602

達成状況

○

数値目標 〇 月次では目標未達の月もあったが、ほぼ達成できたのではないか
と思う。各自の意識の高まりとそれに伴う行動が実を結んだのでは
ないか。次年度以降もこの動きを続けていけるようにしていきた
い。売上高原単位という視点では売り上げの下がった3月以降で月
次未達であった。ここは反省していきたい。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △

578 413
674 555

・営業活動の見直し（回数・ルート）
・フォークリフトの運用方法（積込の改

・生産性向上による運転時間短縮 △

6,652 5,891

11月

原単位目標 〇

△

0

5,000

10,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

電力（kWh） 2020年 2021年

0

500

1,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

ガソリン（L) 2020年 2021年

0

500

1,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

灯油（L) 2020年 2021年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2019年

2021年

6月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2月 3月 8月

170 170170 170 170 170
2月1月

90

5月 6月

00 0

158 171 134 110

0 0

7月

0
0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

124

0

ここ最近は元請工事がないが、今後元請工事がある場合は、産業
廃棄物の削減に取り組むとともに、適正な処分を行うように心がけ
たい。

4月

96

00019,623

数字だけ見ると大きく減らせたように見えるが、昨年の実績が特定
の月のものを採用したことで、実質今年が基準となると思う。次年
度以降も一層意識を高め、無駄をなくし、少しずつでも減らしていき
たい。

170
3月 4月 5月 8月7月

数値目標

180

9月 10月 12月

154

達成状況

達成状況

・帳票データ化による印刷物の削減 △
・梱包材の再検討（ストレッチフィルム ×

170 170 170 170 170

・紙の使用、裏面の使用の徹底推進

11月

170 170

〇
・分別の徹底 △

00
9月 10月 11月 12月 1月

0 0 0 0 0
0 0

0 0

数値目標 〇

△

・分別の徹底

0 0 0

×

・品目別での適切な処分を行う △

170

0

100

200

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年

0

10,000

20,000

30,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

産業廃棄物（kg） 2019年 2021年
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水使用量の削減（市水・井水）

取組紹介欄

2020年

2021年

環境に配慮した製品への取り組み

課題を解決しチャンスを活かす取組

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。 確認日：

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

本年度も外部からの苦情、要望等ありませんでした。

フロン排出抑制法

車両の大きさ・重量、通行制限、積載物のはみ出し、安全運転管理者等

建設リサイクル法 解体工事、建設副産物

水質汚濁法 油類・有害物質の保管
下水道法 除害施設
消防法 消火器、誘導灯、危険物の保管

業務用空調機・冷蔵庫

自動車NOx・PM法

・企業価値向上による顧客獲得 △
・事業拡大のための資金調達、人材確保 ×

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

12月

31 2 33

1 32

高圧ガス保安法

４ナンバー車両

酸素ガス・アセチレンガス

・有害性の少ない原材料の使用

まだまだ何も達成できてはいないが、少しずつ種は植えていけてい
る。次年度以降もここを育てていき、飛躍へのチャンスとして行きた
い。

△

8月2月
36 1 28

7月
2 30

3月 4月 5月

○

0 0
0 0

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

達成状況

・意識向上

✕

34

2 32 1
11月

27

△
取組結果とその評価、次年度の取組計画

2

・技術の高い水準での標準化

・ロングセラー商品（製品）の開発（販 ×

9月

×

2 36 2

10月
29

1月
2

6月

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項 環境管理、品質管理、SDGｓ関係　

達成状況

数値目標

・新製品・商品開発

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

・持続可能な原材料の採用（再生材） ×

△
・働き方改革 △

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2

家電リサイクル法

道路交通法

エアコン・テレビ他

残念ながら現在のところ進められているものはないが、次年度以
降も引き続き検討していきたい。材料についてはメーカーとの打ち
合わせも進めていきたい。

達成状況

環境関連法規制等名称
2022年10月11日

×

2 29

・分解・分別しやすい製品の提供

騒音規制法 空気圧縮機、ワイヤーフォーミング機
振動規制法 空気圧縮機、ワイヤーフォーミング機

東大阪工場、大阪事務所はほぼ基準年通り。米原工場では積雪
のため、水の使用量が増えたが、次年度以降、削減できるように取
り組んでいきたい。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

廃棄物処理法 一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出、マニュフェストの遵守
道路運送車両法 車両の大きさ・重量、乗車の保安基準
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火災の発生
■実施日： ■実施場所：

消火器位置の確認、期限の確認、避難経路の確認、火災発生時の動きの確認
手順書の変更の必要性☑ あり □ なし

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり 〇〇
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

2021年10月13日（水）　　EA21スクール　初参加
　　　　　10月25日（月）　　キックオフ　朝礼にて活動開始宣言　環境経営理念　行動指針　組織　他
　　　　　11月15日（月）　　東大阪市役所に電話にて問い合わせ　市条例　必要書類　確認
　　　　　11月26日（金）　　空気圧縮機の件、その他、東大阪市公害課に行って話を聞く
　　　　　11月30日（火）　　一般廃棄物計量測定実施
　　　　　12月20日（月）　　火災訓練実施
共和鋼業の主力工場　地域社会とのコミュニケーションを図るべくオープンファクトリー等に積極的参加

節電、節水の意識向上を図る

□編集後記

これまでの環境活動の紹介

緊急事態対応の試行・訓練

2022年10月11日

共和鋼業株式会社　東大阪工場

代表者による全体の評価と見直し・指示

取り組みは日々の積み重ねであり、これが結果として現れるのがこのレポートであり、短期間ではなく長期間のスパン
で見ていく必要があると感じた。
共和鋼業株式会社が今後社会にどうかかわっていけるのか、問われていると思う。引き続き環境経営に取り組んでい
きます。	

緊急事態の想定：

■参加者：

■評価：

■実施内容：

2021年12月20日
森永耕治、森永礼子、森永房子、平尾和法、小芝和代、江名弘信、鶴谷晃太、
　 全員参加

☐通報訓練　☐消火訓練　☑避難訓練

全員参加により、手順書の有効性が確認できた。
■実施状況の様子

取組み開始から約一年となり、どれくらいの資源を消費しているのかが見える化されてきた。削減が達成できているも
のや、まだまだのもの、様々な課題があるとわかった。今後も改善策を講じ、少しずつでも削減を進めていきたい。
社員一丸となり、継続していきたいと考えます。
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